




              A 
①Your Name  
③Introduction 
⑤Location 
1 special thing you can 
enjoy there 




④Name of the place  
you recommend 
⑥3 more things you can 
enjoy there 
⑧Souvenirs you can buy  
 






































作成については、平成 24 年 8 月の教育課程研究集会の中で、平成 25 年度の 1 年生、この
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書くこと。当然話すことが含まれていますので、スピーキングを含めたバランスのよい評
価、これにつながると考えています。
作成については、平成 24 年 8 月の教育課程研究集会の中で、平成 25 年度の 1 年生、この


















































































指導主事 河内 聡一郎 
（１）作成の意義 
   ・学習到達目標の共有（教師間・教師と生徒・学校と保護者） 
   ・教師の意識の転換 
     教師が何を教えたか → 生徒が、何ができるようになったか 
     目の前の教材をどう教えるか → 言語の定着のために教材をどう活用するか 
   ・生徒の意欲の喚起 
     日々の学習によってどんな力がつくのか、明確な見通しを持つことができる 
（２）活用の効果 
   ・単元の学習目標を設定する際に学年の CAN-DO を意識することで、系統的な指導
が容易になる。
   ・スピーキングも含めたバランスのよい評価につながる 
   ・指導と評価の一体化に資する 
（３）作成について 
   ・第１学年終了時の学習到達目標を技能別に、なるべく数値を用いて作成 
   ・様式 別紙参照 
   ・提出 平成２５年度シラバス提出時 
   ・入学時の生徒の実態を把握した上で、卒業時の学習到達目標を念頭に置き、言語
を用いて「～することができる」という形で設定 
    →各科目の目標に基づく学年ごとの目標について、4 技能を用いてＣＡＮ－ＤＯリ
ストの形で設定 
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   【設定例】 
聞くこと ・基本的な挨拶で用いられる決まり文句を聞いて、理解することができる。
話すこと ・身近な話題について発言したり、反応したりすることができる。 
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①身近なテーマについて、つまっても  just a moment please など間を取るフ









①教科書レベルの英文を 60 語程度で要約できる。 
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②教科書レベルの英文を自分で Picture Book にまとめ、それを発表することができ
る。 
Writing 
聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験したことに基づき、情報や考えなど
について、まとまりある文章を書くことができる。 
①書こうとする内容のポイントを明確にトピックセンテンスとして表現し、複数の
パラグラフから構成される文章を英語で書くことができる。 
②教科書レベルの英文や自身に直接的に関わる事実情報について、全体としてスム
ーズな流れがあり文と文のつながりがある 120 語程度の文章を、英語で書くことが
できる。 
 
シンポジウム記録
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